


















































































































































ア輸出金額の 0.3％）から 368.5 億円（同
15.2％）へと，台湾は 165.1億円（同 14.8％）
















1980 3,592.2 1,115.2(31.0) 3.0 (0.3) 165.1(14.8)
1985 3,147.5 1,053.6(33.4) 48.0 (4.6) 292.3(27.7)
1990 2,372.0 1,324.2(55.8) 37.2 (2.8) 412.4(31.2)
1995 2,002.0 1,343.4(67.1) 88.5 (6.6) 325.9(24.3)
2000 2,267.7 1,425.1(62.9) 150.4(10.5) 380.5(26.7)
2006 3,580.1 2,460.0(68.7) 493.9(20.1) 565.0(23.0)
2007 4,171.0 2,867.2(68.8) 462.6(16.2) 636.8(22.2)
2008 4,033.2 2,679.8(66.4) 341.1(12.7) 591.0(22.1)
2009 3,655.5 2,432.1(66.5) 368.5(15.2) 515.9(21.2)
資料：財務省「外国貿易概況」より作成．
注4：中国と台湾における括弧内の数値は対東アジア輸出
          金額に占める比率である．
注5：INTERNATIONAL MONETARY FUND「 International
         Financial Statistics YEARBOOK」によると，各年の
         対米ドル為替レート（平均）は，2000年よりそれぞれ
         1ドル＝107.77円，116.30円，117.75円，103.36円，
         93.6円となっている．
注1 ：表の数値は「外国貿易概況」における「食料品」の




          のうちベトナムは1995年，ミャンマーとラオスは
          1997年，カンボジアは1999年にそれぞれ加盟して
          いるが，各年とも現加盟国10ヶ国の合計輸出金額
          となっている．
注3：東アジアにおける括弧内の数値は総輸出金額に占める






























2000 104.2 57.8(55.5) 2.3 (4.0) 21.9(37.9)
2001 107.0 60.0(56.1) 2.9 (4.8) 27.0(45.0)
2002 141.9 92.6(65.2) 5.3 (5.7) 60.4(65.2)
2003 148.8 100.7(67.7) 7.5 (7.4) 70.0(69.5)
2004 142.6 89.8(57.9) 8.3 (9.2) 57.1(60.2)
2005 184.1 129.5(70.4) 12.7 (9.8) 87.4(67.5)
2006 193.1 138.4(71.6) 11.3 (8.2) 94.1(68.0)
2007 234.5 175.4(74.8) 11.3 (6.4) 124.3(70.9)
2008 229.9 168.7(73.4) 12.4 (7.4) 112.5(66.7)




       「 International Financial Statistics YEARBOOK」
         によると，各年の対米ドル為替レート（平均）
          は，2000年よりそれぞれ1ドル＝107.77円，
          121.53円，125.39円，115.93円，108.19円，
          110.22円，116.30円，117.75円，103.36円，
          93.6円となっている．
注1：表の数値は「貿易統計」における「果実及び
          野菜」の数値である．
注2：表中の東アジアの数値は，中国，台湾，香港，
          韓国，ASEANを合算したものである．なお，
　　  ASEAN加盟国のうちベトナムは1995年，
　　 ミャンマーとラオスは1997年，カンボジアは
          1999年にそれぞれ加盟しているが，各年とも
          現加盟国10ヶ国の合計輸出金額となっている．
注3：東アジアにおける括弧内の数値は総輸出金額
          に占める比率である．
注4：中国と台湾における括弧内の数値は対東アジア














































2000 43.4 6.1 2,615.7 1,815.5(69.4) - 8.8 3,195.2 385.2(12.1) -
2001 52.3 15.9 2,174.9 1,519.8(69.9) - 7.8 2,860.3 497.6(17.4) -
2002 66.2 27.1 10,210.0 9,424.4(92.3) - 7.6 2,664.4 556.4(20.9) -
2003 81.9 42.8 16,790.9 16,114.4(96.0) - 6.2 1,886.2 724.6(38.4) -
2004 76.9 34.1 10,089.3 9,458.0(93.7) 40.7(0.4) 6.8 1,950.8 1,072.0(55.0) 25.3(1.3)
2005 108.8 57.1 17,098.9 16,378.3(95.8) 132.1(0.8) 8.0 2,137.2 908.0(42.5) 26.7(1.2)
2006 124.6 71.6 18,760.9 17,869.3(95.2) 156.8(0.8) 5.3 1,355.7 401.1(29.6) 12.9(1.0)
2007 141.6 77.7 25,727.9 24,360.0(94.7) 325.5(1.3) 9.3 2,091.7 824.2(39.4) 13.5(0.6)
2008 113.7 57.1 25,162.7 23,354.8(92.8) 389.9(1.5) 6.7 1,520.7 563.6(37.1) 7.8(0,5)
2009 107.2 54.2 20,929.1 19,139.0(91.4) 187.8(0.9) 6.8 1,682.5 566.0(33.6) 12.4(0.7)
資料：財務省「貿易統計」より作成．





































































































生産量は 3,120.4 万 t であり，世界総生産量
































































































































































































































































































































































































































































































































































巻 69号］，2009年 6月，pp.57-62 
［5］佐藤敦信「農協による果実輸出の問題状況
と課題 －大分県 H 農協における日本産
梨の対台湾輸出の事例から－」『協同組合
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より－」『農業市場研究』第 17 巻第 2 号
［通巻 68号］，2008年 12月，pp.55-66 
［11］農林水産省大臣官房国際部貿易関税チー
ム輸出促進室（委託先：独立行政法人日本
貿易振興機構）『平成 19 年度農林水産物
貿易円滑化推進事業 海外貿易制度など
調査報告書（台湾編）』日本貿易振興機構
輸出促進・農水産部，2008年 
［12］農林水産省大臣官房国際部貿易関税チー
ム輸出促進室(委託先：独立行政法人日本貿
易振興機構)『平成 19年度農林水産物貿易
円滑化推進事業 海外貿易制度など調査
報告書（中国編）』日本貿易振興機構輸出
促進・農水産部，2008年 
（2011年 8月受理） 
